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賛
成

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

荒
井
　
啓
行
　
議
員

基
準
月
額
保
険
料
は
、
介
護

保
険
給
付
事
業
運
営
基
金
か
ら

７
億
９
千
万
円
を
繰
り
入
れ
る

こ
と
で
、
６
千
50
円
に
据
え
置

く
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る
。

歳
入
で
は
保
険
料
が
前
年
度

と
比
べ
て
増
と
な
り
、
加
え
て

歳
出
に
お
い
て
は
、
基
金
積
立

金
の
増
減
率
が
124.4
％
と
な
っ
て

増
額
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
高
齢

者
へ
の
負
担
増
と
な
っ
て
、
看

過
で
き
な
い
重
大
な
問
題
で
あ

る
と
厳
し
く
指
摘
す
る
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
認

定
に
つ
い
て
、
認
定
が
遅
い
の

で
は
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
改
善

す
る
よ
う
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
事
務
報
告
書
に
記

載
の
低
所
得
者
等
に
対
す
る
介

護
保
険
利
用
料
の
減
免
事
業
に

お
い
て
、
支
出
の
内
容
を
示
さ

な
い
白
紙
の
ま
ま
で
は
事
務
報

告
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
事
態
に
つ
い
て
厳
し
く

指
摘
し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

く
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
安
全
で

円
滑
な
運
営
体
制
の
確
保
、
暮

ら
し
を
守
る
た
め
の
子
育
て
世

帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
や
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金
支
給
事
業
の
実
施
、
市

の
将
来
を
見
据
え
た
市
民
総
合

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
、
デ

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

小
林
　
こ
う
じ
　
議
員

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
協
議
会
に
お
い
て
審
議
が

重
ね
ら
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
策
定
さ
れ
た
。
そ

の
最
初
の
決
算
に
お
い
て
、
保

険
料
収
入
が
前
年
度
比
6.6
％
増

と
な
っ
て
い
る
が
、
要
因
と
し

て
は
、
高
齢
化
に
伴
う
被
保
険

者
数
の
増
や
、
増
加
す
る
介
護

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
保
険

料
改
定
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が

ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
、
学
習
支

援
と
し
て
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
事
業
の
推
進
や
市
民
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
、
市

民
の
要
望
な
ど
が
数
多
く
実
現

さ
れ
、
高
く
評
価
す
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
引

き
続
き
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

昭
島
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
昭

島
、
楽
し
い
ま
ち
昭
島
の
構
築

に
向
け
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
願

い
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

挙
げ
ら
れ
、
ま
さ
に
事
業
計
画

の
正
確
性
が
現
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
下
支
え
す
る
介

護
保
険
給
付
事
業
運
営
基
金
に

つ
い
て
も
重
要
で
あ
り
、
約
８

億
５
千
万
円
を
確
保
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
。

引
き
続
き
、
生
活
機
能
の
維

持
・
向
上
、
介
護
予
防
・
重
度

化
防
止
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
保
険
給
付
の

適
正
化
に
も
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
要
望
し
、
本
決
算
に
賛

成
す
る
。

２
面
下
段
よ
り

◇
開
催
日　

９
月
７
日

◇
委
員
長	

渡
辺　
純
也

◇
副
委
員
長	

森
田　
久
夫

◇
委
員
数　

20
人

（
正
副
議
長
を
除
く
）

◇
審
査
結
果	
各
会
計
と
も

	

原
案
可
決

補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会

各
会
派
の
主
な
質
疑

　（
質
疑
順
に
掲
載
）

質
問　

光
熱
水
費
に
つ
い
て
、

①
今
回
の
補
正
に
お
い
て
電
気

料
、
ガ
ス
料
は
全
体
的
に
ど
の

く
ら
い
の
増
に
な
っ
た
の
か
。

②
市
庁
舎
は
化
石
燃
料
を
使
わ

な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
用
し
て
い
る
が
、
940
万
円
も

増
え
た
要
因
は
。

答
弁　

①
電
気
料
は
１
億
４
千

330
万
円
、
ガ
ス
料
は
７
千
240
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。
②
他
の

電
力
と
同
様
に
、
基
本
料
金
の

ほ
か
に
従
量
料
金
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
今
回
は
特
に
燃
料
費
調

整
額
が
高
騰
し
た
た
め
で
あ
る
。

質
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
①
庁
舎
で
使
用
し

て
い
る
の
は
太
陽
光
や
風
力
な

ど
、
ど
う
い
っ
た
由
来
の
も
の

か
。
②
施
設
等
に
太
陽
光
発
電

と
蓄
電
池
の
設
置
を
検
討
し
て

み
て
は
。

答
弁　

①
４
月
か
ら
６
月
は
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
②
ま
ず
は
節
電
を
徹

底
し
な
が
ら
、
昭
島
ガ
ス
、
東

京
ガ
ス
と
の
包
括
連
携
協
定
等

を
利
用
し
、
積
極
的
に
導
入
す

べ
く
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て
、
①
１
億
４
千
800
万
円
の
繰

入
金
の
使
い
道
は
。
②
今
年
度

の
見
通
し
は
。

答
弁　

①
繰
越
金
な
ど
を
計
上

し
た
後
に
、
本
補
正
の
収
支
の

調
整
の
た
め
足
り
な
い
部
分
に

充
当
し
た
。
②
効
果
的
な
予
算

執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
年

度
末
の
状
況
を
勘
案
し
、
取
り

崩
し
額
を
決
定
し
た
い
。

質
問　

公
共
施
設
整
備
等
資
金

積
立
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
、

今
回
の
補
正
額
は
15
億
８
千
900

万
円
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
積

立
て
見
込
額
は
17
億
９
千
100
万

円
で
あ
る
。
差
額
の
約
２
億
円

は
ど
こ
か
ら
の
積
立
て
な
の
か
。

答
弁　

当
初
予
算
で
計
上
し
た

繰
越
金
４
億
円
の
半
分
を
積
立

て
と
し
て
措
置
し
て
い
る
。

質
問　

庁
用
車
に
つ
い
て
、
ガ

ソ
リ
ン
が
高
騰
し
て
い
る
中
、

水
素
自
動
車
の
導
入
な
ど
、
今

後
ど
の
よ
う
な
運
用
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　

現
在
も
様
々
な
燃
料
を

使
っ
た
庁
用
車
を
運
用
し
て
い

る
。
災
害
時
の
対
応
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
環
境
に
配
慮
し

た
車
両
の
導
入
を
進
め
、
必
要

台
数
を
確
保
し
て
い
く
。

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

質
問　

年
金
生
活
者
支
援
金
と

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を
受
け

て
い
る
生
活
保
護
受
給
者
は
、

収
入
認
定
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
し
っ
か
り
と

周
知
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
相

談
の
際
に
年
金
生
活
者
支
援
金

の
こ
と
も
含
め
て
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
、
生
活
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
相
談
し

て
い
く
中
で
も
確
認
し
て
い
る
。

質
問　

公
的
施
設
で
緑
の
カ
ー

テ
ン
作
り
に
取
り
組
む
事
例
が

あ
る
。
温
暖
化
に
対
す
る
効
果

だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
醸
成
を
図
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
学
校
で
の

試
行
を
検
討
し
て
は
。

答
弁　

一
定
の
効
果
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
の
か
研
究

し
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

質
問　

普
通
交
付
税
が
１
億
円

減
額
と
な
っ
て
い
る
。
税
に
よ

る
収
入
が
増
え
、
不
交
付
団
体

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ

が
、
そ
の
原
因
は
市
内
企
業
の

不
動
産
売
買
に
よ
る
も
の
か
。

答
弁　

国
の
法
人
税
を
も
と
に

法
人
市
民
税
を
課
税
し
て
い
る

た
め
、
不
動
産
売
買
に
よ
る
も

の
か
な
ど
、
企
業
収
益
の
内
訳

は
市
で
は
把
握
が
で
き
な
い
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・４
・

１
号
と
Ｊ
Ｒ
八
高
線
と
の
立
体

交
差
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
①

完
了
の
見
通
し
は
。
②
梨
木
踏

切
存
続
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

い
つ
頃
修
理
を
行
う
の
か
。

答
弁　

設
計
を
進
め
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
修
繕

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問　

光
熱
水
費
が
高
騰
す
る

中
、
小
中
学
校
の
空
調
に
つ
い

て
、
一
括
制
御
で
は
な
く
、
個

別
空
調
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁　

普
通
教
室
等
に
既
に
導

入
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
総

合
的
に
検
証
し
て
い
く
中
で
、

進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党
昭
島
市
議
団

質
問　

高
校
生
等
医
療
費
助
成

制
度
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

制
度
も
含
め
て
、
格
差
な
く
平

等
に
所
得
制
限
の
撤
廃
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

新
制
度
の
実
施
に
向
け
、

シ
ス
テ
ム
改
修
費
を
計
上
し
た

が
制
限
の
撤
廃
に
は
多
額
の
財

源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

光
熱
費
が
高
騰
し
て
い

る
中
、
特
に
電
気
代
に
つ
い
て
、

市
民
が
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

水
道
料
金
の
減
免
も
非
常
に
有

効
で
あ
る
が
、
電
気
代
に
つ
い
て

も
何
か
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

国
の
経
済
対
策
や
都
の

補
助
金
を
活
用
す
る
中
で
、
状

況
に
応
じ
て
、
迅
速
に
効
果
的

な
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
。

質
問　

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
発
火
リ

ス
ク
等
を
考
え
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
等
の
万
全
な
消
火
体

制
を
整
え
る
べ
き
。

答
弁　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設

置
等
に
つ
い
て
、
調
査
し
て
い

る
。
現
在
は
、
手
動
の
消
火
栓

と
散
水
栓
を
設
置
し
て
お
り
、

稼
働
時
間
中
は
、
カ
メ
ラ
に
よ

る
監
視
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

質
問　

補
正
に
お
け
る
繰
越
金

の
使
途
に
つ
い
て
、
２
分
の
１

を
市
債
の
繰
上
償
還
に
充
当
せ

ず
、
基
金
に
繰
り
入
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
市
の
財
政
運
営
に

お
け
る
繰
越
金
に
対
す
る
優
先

順
位
等
の
考
え
方
は
。

答
弁　

繰
越
金
に
つ
い
て
は
基

金
の
残
高
と
長
期
的
な
見
込
み

を
勘
案
し
、
将
来
に
備
え
る
面

も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金

へ
の
積
立
て
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁　

①
令
和
12
年
度
の
開
通

を
目
指
し
て
い
る
。
②
Ｊ
Ｒ
は
、

事
故
防
止
の
た
め
、
除
却
が
原

則
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、

継
続
的
に
協
議
し
て
い
く
。

質
問　

介
護
保
険
に
つ
い
て
、

認
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、

退
院
後
の
大
変
な
時
期
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

の
話
を
聞
い
た
が
、
現
状
は
。

答
弁　

申
請
か
ら
１
か
月
以
内

で
の
認
定
に
努
め
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
調

査
等
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
、

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

無

会

派

質
問　

立
川
基
地
跡
地
昭
島
地

区
の
都
市
基
盤
整
備
に
係
る
負

担
金
の
法
務
省
と
の
協
定
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　
応
分
の
負
担
に
つ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
影
響
を
理
解
し

て
も
ら
う
中
、
一
定
の
額
が
確

保
で
き
た
と
考
え
る
。

質
問　
施
設
修
繕
料
に
つ
い
て
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
エ
ア
コ

ン
が
故
障
し
て
い
る
状
況
だ
が
、

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

予算の補正状況

一般会計（第４・５号）　　
	 当初予算	 462億	 400万円
	 前回までの補正額	 13億	1270万円
	 今回補正額（第４号）	 37億	3020万円
	 今回補正額（第５号）	 13億	1990万円
	 予算総額	 525億	6680万円
国民健康保険特別会計（第１号）
	 当初予算	 122億	3300万	 円
	 今回補正額	 2億	8153万	9千円
	 予算総額	 125億	1453万	9千円
介護保険特別会計（第１号）
	 当初予算	 103億	4691万	9千円
	 今回補正額	 2億	8333万	8千円
	 予算総額	 106億	3025万	7千円
後期高齢者医療特別会計（第１号）
	 当初予算	 27億	7826万	7千円
	 今回補正額	 	9451万	9千円
	 予算総額	 28億	7278万	6千円
中神土地区画整理事業特別会計（第１号）
	 当初予算	 6億	5900万	3千円
	 今回補正額	 	2731万	7千円
	 予算総額	 6億	8632万	 円
下水道事業会計（第２号）
　【資本的収入】
	 当初予算	 5億	8255万	9千円
	 前回補正額	 	 	 0円
	 今回補正額	 2億	8021万	6千円
	 予算総額	 8億	6277万	5千円
　【資本的支出】
	 当初予算	 13億	5740万	 円
	 前回補正額	 	 	 0円
	 今回補正額	 2億	8021万	6千円
	 予算総額	 16億	3761万	6千円
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